
194 

南
詔
園
の
成
立
と
吐
蕃
と
の
閥
係

ま

え

ヵ，

き

南
詔
園
は
唐
代
後
宇
期
、
今
の
雲
南
地
方
を
中
心
に
形
成
さ
れ
た

一
王
園
で
あ
る
。
王
統
の
初
代
と
俸
え
ら
れ
る
細
奴
羅
は
、
大
理
盆

地
南
部
の
象
化
厭
地
方
に
擦
っ
て
い
た
象
姓
部
族
曾
で
あ
っ
た
。
彼

が
雲
南
地
方
の
一
有
力
部
酋
と
し
て
頭
角
を
現
す
の
は
、
高
宗
の
永

徽
初
年
(
六
五

O
)
前
後
頃
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
頃
、
今
ま
で
大

理
盆
地
の
覇
権
を
掌
握
し
て
い
た
白
蜜
種
系
の
張
姓
大
部
省
の
勢
力

闇
(
白
子
園
〉
が
瓦
解
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
南
詔
が
名
賓
と
も
に
一
王
園
を
形
成
す
る
ま
で

に
は
、
六
代
約
一
世
紀
中
T

に
亘
る
苦
難
の
途
を
歩
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
初
代
か
ら
次
代
羅
盛
炎
、
三
代

盛
羅
皮
ま
で
の
聞
は
象
舎
詔
(
南
詔
〉
の
撞
頭
期
で
あ
り
、
四
代
皮

藤

津

義

美

羅
閣
の
頃
は
い
わ
ば
勃
興
期
で
あ
り
、
五
代
閣
羅
鳳
在
位
聞
は
一
王

園
の
建
設
期
に
嘗
り
、
六
代
異
牟
尋
の
治
世
を
南
詔
園
の
確
立
期
と

み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
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南
詔
が
勃
興
し
て
大
理
盆
地
の
覇
権
を
握
る
ま
で
約
九

O
年
の
年

月
を
要
し
た
の
は

一
つ
に
は
、
嘗
時
の
雲
南
地
方
が
唐
朝
の
強
力

な
経
営
下
に
あ
っ
た
こ
と
と
、
二
つ
に
は
、
張
氏
支
配
権
失
墜
後
に

お
け
る
大
理
盆
地
地
帯
の
複
雑
な
史
的
情
勢
|
基
本
的
に
は
白
蜜
種

と
烏
蟹
種
の
封
立
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
か
つ
て
張
氏
支
配
権
下
に
従

属
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
白
壁
系
諸
部
酋
や
烏
壁
系
六
詔
の
封
立
抗

争
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
南
詔
が
一
ノ王
園
を
成
立

さ
せ
る
た
め
の
最
大
の
課
題
は
、
唐
朝
の
支
配
下
か
ら
脱
す
る
こ
と

で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
、
そ
の
過
程
に
お
い
て
、
今
度
は
新
興
の
吐

蕃
に
四

O
除
年
間
臣
服
す
る
こ
と
と
な
り
、
さ
ら
に
、
こ
の
璃
粋
か



ら
股
す
る
苦
難
を
重
ね
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
一
世
紀
半
に
亘
る
一
王
園
形
成
の
多
端
な
史
的
過
程
の
道
標

は
次
の
如
く
で
あ
る
。

ム
唐
高
宗
永
徽
四
年
(
六
五
三
〉
噴
、
唐
に
初
め
て
入
朝
、
授
貌

州
刺
史
(
初
代
細
奴
羅
)

ム
唐
元
宗
開
元
二
ハ
年
(
七
二
八
)
、
封
葦
登
郡
王
(
四
代
皮
羅
閣
)

ム
唐
元
宗
開
元
二
六
年
(
七
三
八
)
、

封
越
園
公
、

賜
名
蹄
義
、

其
後
期
立
雲
南
王
(
四
代
皮
羅
閣
)

ム
同
天
貫
一
一
年
(
七
五
二
)
、

吐
蕃
に
弟
事
、

妨
賛
普
鐘
南
園

大
詔
、
競
東
帝
(
五
代
閣
羅
鳳
)

ム
唐
徳
宗
貞
元
一

O
年
(
七
九
四
)
、

吐
蕃
を
離
れ
て
蹄
唐
し
加

立
南
詔
H
南
王
(
六
代
異
牟
尋
)

と
こ
ろ
で
、
南
詔
園
成
立
の
史
的
事
情
な
り
要
因
な
り
に
つ
い
て

は
、
い
ろ
い
ろ
の
黙
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
要
す
る
に
こ
れ

は
、
雲
南
地
方
に
お
け
る
有
力
諸
部
省
の
制
座
と
言
う
い
わ
ば
雲
南

地
域
内
部
の
主
盟
的
な
史
的
要
因
と
、
他
方
で
は
、
唐
朝
と
吐
蕃
と

言
う
二
大
強
園
の
支
配
か
ら
脱
出
す
る
ま
で
の
針
外
的
客
観
的
な
史

的
要
因
と
に
大
別
し
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、
前
者
は
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王
固
形
成
へ
の
前
提
的
要
因
で
は
あ
る
が
、
な
ん
と
言
っ
て
も
、
王

園
確
立
の
絶
劉
的
要
因
は
後
者
に
求
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
な

わ
ち
、
南
詔
(
蒙
舎
詔
〉
は
、
唐
朝
の
雲
南
経
営
に
協
力
し
つ
つ
、

そ
の
威
力
を
背
一景
に
順
次
封
立
部
族
を
制
匪
し
、
ほ
ぼ
雲
南
地
方
の

質
樺
を
掌
握
す
る
と
、
今
度
は
唐
・
吐
蕃
雨
園
の
封
立
抗
争
を
巧
み

ま
ず
、
吐
蕃
の
勢
力
を
背
景
に
唐
朝
の
寵
紳
を
断

に
利
用
し
つ
つ
、

ち
、
や
が
て
、
圏
内
鐙
制
の
整
備
と
園
力
の
充
貨
を
倹
っ
て
、
ふ
た

た
び
唐
朝
と
相
和
し
、
そ
の
力
を
借
り
て
吐
蕃
へ
の
隷
属
か
ら
股
し

た
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ

て
、
南
詔
園
の
成
立
史
上
に
お
い
て
、
唐
・
南
詔
交
渉
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史
の
研
究
は
も
っ
と
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
が
、
他
方
で
は
、
吐
蕃
・
南
詔
交
渉
史
の
研
究
も
又
か
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
課
題
で
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
比
較
的
に
史
料
も
恵

ま
れ
て
お
り
、
す
で
に
、
拙
稿
『
唐
朝
雲
南
経
営
史
の
研
究
』

(岩

手
大
鼠
平
準
華
同
学
部
研
究
年
報
、

一
、

一
五
巻
)
等

一O
、
一
一、

に
そ
の
大
要
を
護
表
し
て
あ
る
が
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
史
料
上
の

制
約
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
何
よ
り
も
、
吐
蕃
の
歴
史
が
よ
く
知
ら

れ
な
い
と
言
う
障
壁
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
近
年
、
佐
藤

長
氏
多
年
の
努
作
『
古
代
チ
ベ
ッ
ト
史
研
究
』
が
公
刊
さ
れ
、
こ
の

方
面
の
研
究
上
に
禅
盆
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。
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本
稿
は
、
南
詔
と
吐
蕃
と
の
交
渉
開
係
を
南
詔
側
か
ら
考
察
し
、

も
っ
て
吐
蕃
の
雲
南
地
方
へ
の
勢
力
伸
長
と
、
こ
れ
に
関
聯
し
て
生

じ
た
唐
・
吐
蕃
南
勢
力
の
角
逐
が、

南
詔
王
園
の
成
立
に
ど
の
よ
う

な
史
的
意
義
を
も
っ

た
か
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る

が
、
今
回
は
天
賓
末
年
の
離
唐
ま
で
の
聞
に
限
る
こ
と
と
し
た
。

な
お
本
稿
で
は
、
取
り
扱
う
年
代
や
範
圏
も
麿
い
の
で
、
除
り
細

部
の
考
誼
や
比
定
等
に
つ
い
て
詳
記
す
る
こ
と
は
で
き
る
だ
け
さ

け
、
註
記
も
最
少
限
必
要
な
も
の
に
限
る
こ
と
と
し
た
。

(
文
中
で

は
、
奮
唐
書
巻
一
九
七
南
詔
鐙
俸
は
奮
南
詔
博
、
新
唐
書
巻
二
二
二

上
南
壁
俸
は
南
盤
惇
上
、
蓄
唐
書
巻

一
九
六
吐
蕃
博
上
は
奮
吐
蕃
傍

上
、
新
唐
書
巻
一
二

六
上
吐
蕃
俸
は
新
吐
蕃
侍
上
、
資
治
通
鑑
唐
紀

は
通
鑑
、
拙
稿
「
唐
朝
雲
南
経
営
史
の
研
究
」
は
「
経
営
史
」
と
そ

れ
ぞ
れ
略
記
す
る
。
)

吐
蕃
の
南
下
と
南
詔
の
動
向

南
詔
が
直
接
吐
蕃
(
勢
力
〉
と
交
渉
を
も
つ
よ
う
に
な
る
の
は
、

少
く
と
も
史
料
上
か
ら
み
て
、
開
元
二
五
年
(
七
三
七
)
頃
か
ら
の

こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
吐
蕃
勢
力
は
こ
の
以
前
か
ら
西
南
諸
蜜
に
浸

透
を
測
り
、
常
に
成
都
か
ら
の
入
雲
路
(
建
昌
麓
谷
路
〉
に
お
け
る

重
要
な
中
縫
援
貼
僑
州
(
四
川
省
西
南
部
西
昌
鯨
)
を
ね
ら
い
、
も

っ
て
、
雲
南
諸
鐙
に
劃
す
る
唐
朝
の
雲
南
経
営
を
妨
害
し
よ
う
と
し

た
の
で
あ
る。

こ
の
南
下
浸
透
し

つ
つ
あ
っ
た
吐
蕃
勢
力
に
針
し
、

筒
州
管
下
の
諸
蟹
(
僑
州
蟹
)
や
挑
州
管
下
の
諸
蜜
(
挑
州
蜜
)
が

い
か
よ
う
に
反
醸
し
た
か
は
、
首
時
の
雲
南
諸
部
族
の
史
的
動
向
を

探
る
上
で
、
き
わ
め
て
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
り
、
又
他
方
で
は

こ
れ
ら
諸
蜜
の
蹄
趨
は
直
接
唐
朝
の
雲
南
経
営
に
反
映
す
る
問
題
で

あ
っ
た
が、

こ
れ
ら
の
情
勢
は

一
躍
唐
朝
の
雲
南
経
営
に
協
力
的

態
度
を
と
り
な
が
ら
、
徐
々
に
買
力
を
蓄
え
つ
つ
あ
っ
た
蒙
舎
詔
の

P
口

動
向
を
さ
ぐ
る
上
に
も
、
貴
重
な
手
が
か
り
と
な
る
の
で
あ
り
、
後

述
の
考
察
と
も
関
聯
す
る
の
で
、
こ
こ
で
ま
ず
開
元
初
め
頃
ま
で
に

つ
い
て
み
て
お
失
、
た
い
。

西
南
諸
蜜
の
地
方
に
吐
蕃
の
座
力
が
感
ぜ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
早
く
も
「
安
西
田
鎖
を
贋
め

M
L
威
享
元
年
(
六
七

O
)
以

後
ま
も
な
く
の
頃
か
ら
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
か
ら

三
年
後
に
、
唐
の
太
子
右
衛
副
卒
梁
積
書
が
挑
州
道
行
軍
縮
管
と
な

っ
て
挑
州
方
面
の
叛
壁
を
討
ち
、
こ
の
結
果
、
昆
明
蟹
十
四
姓
二
蔦

三
千
戸
が
内
附
し
、
さ
ら
に
、
雲
南
西
部
の
永
昌
蜜
を
も
討
卒
し
た

こ
と
が
南
鐙
俸
下
や
遁
鑑
お
よ
び
新
奮
高
宗
本
紀
に
み
え
て
い
る
が



(
詳
細
は
拙
稿
「
経
営
史
」
一
の
五
項
参
照
)
、
こ
れ
は
本
紀
に
も
み

え
て
い
る
程
で
あ
り
、
嘗
時
唐
朝
が
、
初
唐
以
来
約
半
世
期
を
要
し

て
、
仲
々
容
易
に
服
属
し
な
か
っ
た
雲
南
西
宇
部
H
慶
義
の
大
理
盆

地
の
諸
部
族
を
抑
え
、
麟
徳
元
年
(
六
六
四
)
、

経
営
の
基
地
を
雲

南
東
北
都
の
南
寧
州
H
郎
州
(
今
の
曲
靖
附
近
)
か
ら
さ
ら
に
一
歩

を
進
め
て
、
雲
南
の
雨
心
臓
部
〈
東
部
の
昆
明
盆
地
H
濃
池
や
昆
明

市
が
そ
の
中
心
、

お
よ
び
西
部
の
大
理
盆
地
H
湾
海
と
大
理
市
が
中

@
 

心
)
を
犯
す
る
挑
州
(
今
の
挑
安
附
近
)
に
都
督
府
を
創
設
し
、
雲

南
経
営
の
中
心
援
黙
た
る
基
地
化
に
着
手
し
た
ば
か
り
で
あ

っ
た
か

ら
、
唐
朝
に
と

っ
て
、
そ
の
後
の
雲
南
経
営
推
準
を
左
右
す
る
大
事

な
征
討
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
う
し
た
挑
州
蟹
や
僑
州
鐙
の
反

唐
活
動
の
背
後
に
は
、

お
そ
ら
く
吐
蕃
勢
力
の
南
下
と
煽
動
の
あ
っ

た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

」
れ
か
ら
数
年
後
に
至
る
と
、
吐
蕃
の
西
南
諸
蜜
へ
の
浸
透
は
明

か
に
認
め
ら
れ
る
の
で
あ

っ
て
、
通
鑑
巻
二

O
二
、
永
降
元
年
七
月

イ傑
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① 
西。之。先
淘。通。是

以
兵以。
擾断。
之吐。
。 蕃。
由。通。
是。壁。

剣
南
募
兵
、

於
茂
州
西
南
築
安
戎
城
、

吐
蕃
以
生
発
震
郷
導
、
攻
陥
其
城
、

諸
壁
、
皆
降
子
吐
蕃
。

〔河〕

@
 

と
み
え
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
梁
積
書
が
挑
州
方
面
の
叛
蟹
を

大
征
討
し
た
僅
か
一

O
年
足
ら
ず
し
て
、
大
理
盆
地
中
心
部
の
湾
海

地
方
に
擦

っ
て
い
た
西
海
河
諸
蟹
が
、
唐
朝
か
ら
離
れ
て
吐
蕃
の
勢

力
下
に
は
い

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
こ
こ
に
お
い
て
、

よ
う
や
く
軌

道
に
乗

っ
た
ば
か
り
の
唐
朝
の
大
理
盆
地
方
面
に
封
す
る
経
営
は

頓
座
の
除
儀
な
き
に
至
り
、
こ
の
後
、
開
元
の
初
め
頃
ま
で
の
約

O
絵
年
聞
に
亘
り
、
吐
蕃
は
執
劫
に
西
南
諸
蟹
へ
の
進
出
を
績
け
た

た
め
、
佳
同
州
置
や
挑
州
蟹
の
唐
朝
に
射
す
る
反
抗
は
常
な
ら
ず
、
し

た
が

っ
て
経
営
の
前
線
基
地
桃
州
の
確
保
も
困
難
に
な

っ
て
き
て
、
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幾
度
か
贋
置
を
く
り
か
え
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

高
宗
在
位
後
半
期
に
お
け
る
吐
蕃
は
、
ガ
ル
家
出
身
の
大
論
が
三

代
績
い
て
お
り
、
と
く
に
「
其
地
、
東
は
松
・
茂
・
僑
と
接
し
、
南

は
婆
羅
門
を
極
め
、
西
は
四
鎖
を
取
り
、
北
は
突
販
に
抵
り
、
幅
員

品開
高
里
、

漢
貌
諸
戎
の
な
き
所
也
」

(
新
吐
蕃
俸
上
〉
と
言
わ
れ
た

高
宗
晩
年
の
頃
は
、
吐
蕃
の
隆
盛
に
大
き
な
役
割
を
果
し
た
二
代
目

ガ
ル
ツ
ェ
ン
ニ
ヤ
の
大
論
時
代
に
嘗

っ
て
お
り
、
吐
蕃
は
こ
の
時
代

に
西
南
諸
蜜
の
地
方
へ
も
強
力
に
進
出
し
て
き
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。し

か
し
、
こ
の
噴
に
お
け
る
吐
蕃
の
西
南
諸
蟹
へ
の
進
出
に
開
し
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て
は
、
雨
吐
蕃
俸
や
南
盤
俸
を
は
じ
め
、
中
園
側
史
書
に
ほ
と
ん
ど

具
盤
的
な
こ
と
を
惇
え
る
記
事
が
み
え
ず
、
そ
の
動
向
を
跡
づ
け
る

」
と
は
で
き
な
い
が
、

佐
藤
長
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば

(
「
古
代
チ
ベ

ヅ
ト
史
研
究
」

上
巻
三
九
五
|
四

O
一
頁
参
照
)
、

吐
蕃
三
代
王
が

ま
つ
り
ご
と
の
た
め
ニ
ャ
富
山
諸
君
同

の
園
へ
行
き
、

そ
こ
に
て
逝

き
た
る
こ
と
が
吐
蕃
年
代
記
に
み
え
、

又
、
吐
蕃
編
年
記
に
は
、
彼

の
功
業
を
記
し
て
「
そ
の
後
、
彼
は
ジ
ャ
ン
但
」
包
を
支
配
し
、
白

に
賦
税
を
か
け
、
黒
ニ
ャ
宮
古
毛
印

一
ャ
冨
ヨ

3
F
R
3

ロ印
m
句
。

を
征
服
す
る
等
せ
り

一
と
あ
る
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
に
出
て
く
る
ジ
ャ
ン
と
は
、
元
史
巻
一
一
二
冗
良
合
停
等
に

み
え
る
白
鐙
察
翠
章
(
吋
円

E
m
g」
g
m〉
と
烏
蟹
合
刺
章
(
内
向
田

」

g
m
)
の
章

C
g
m
)
を
想
起
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
が
、
果
し
て

パ
コ
l
氏
や
ト
ゥ
サ
ン
氏
が
言
う
腹
些
族
の
名
で
あ
る
か
ど
う
か

は
、
今
こ
れ
を
比
定
す
べ
き
資
料
を
持
ち
合
せ
て
い
な
い
か
ら
よ
く

分
ら
な
い
が
、
新
吐
蕃
停
上
の
「
虜
南
属
帳
皆
叛
、
賛
普
自
討
、
死

於
軍
」
と
あ
る
こ
と
や
本
項
の
前
後
の
吐
蕃
の
動
向
か
ら
み
て
、
す

く
な
く
と
も
、
儒
州
西
部
か
ら
大
理
盆
地
北
部
に
か
け
て
の
金
沙
江

雨
岸
地
幣
の
住
民
を
指
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

こ
の
地
帯
に
は
贋
く
時
四
些
系
種
族
が
分
布
し
て
い
た
こ
と
は
唐
代
で

も
同
様
で
あ
り
、
又
n

こ
の
河
谷
地
帯
に
は
白
蟹
種
が
居
住
し
て
い

@
 

た
こ
と
も
南
蟹
俸
や
鐙
書
等
か
ら
謹
せ
ら
れ
る
か
ら
、
お
そ
ら
く
、

白
ニ
ャ
は
白
蟹
種
系
諸
部
族
を
、
叉
、
黒
-
一
ャ
は
烏
蟹
種
系
諸
部
族

(
多
分
そ
の
大
多
数
は
陵
些
一
系
に
属
す
る
)
を
指
し
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
白
出
蛍
種
は
早
く
よ
り
高
度
の
農
耕
文
化
民
族
で
あ
っ
た
か

ら
、
こ
れ
に
賦
税
を
か
け
た
の
は
嘗
然
の
こ
と
で
あ
り
、
吐
蕃
が
雲

南
地
方
に
南
下
し
て
き
た
一
つ
の
ね
ら
い
は
、
嘗
時
す
で
に
高
度
の

@
 

水
稲
耕
作
を
主
生
業
と
す
る
白
蟹
種
(
大
理
盆
地
を
中
心
に
分
布
し

て
い
た
〉
の
農
業
生
産
力
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
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ち
な
み
に
、

吐
蕃
編
年
記
に

「
一
一
ャ
の
カ
グ
ラ
ボ
ン
関
白
m
g

佐
藤
氏
も
指

摘
す
る
如
く
、
確
か
に
南
詔
五
代
王
の
閣
羅
鳳
(
新
唐
書
や
逼
鑑
に

は
閤
羅
鳳
と
あ
る
)
に
相
違
な
く
、
彼
の
在
位
中
に
は
大
理
盆
地
の

ゲ

O
D

と
稽
さ
れ
た
る
も
の
」

と
み
え
て
い
る
の
は
、

北
部
議
谷
地
帯
の
郵
川
や
淘
源
(
浪
費
d
)

溢
ま
で
を
支
配
し
た
が
、

先
述
の
ジ
ャ
ン
の
大
部
分
は
吐
蕃
の
勢
力
下
に
あ
り
、
な
か
な
か
南

詔
に
服
し
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
と
に
、
吐
蕃
三
代
王
チ
ト
ウ
ソ

ン
が
こ
の
地
方
に
出
陣
中
客
死
し
た
八
世
紀
初
め
頃
に
は
、
南
詔
は

ま
だ
大
理
盆
地
南
部
の
一
有
力
部
酋
に
す
ぎ
な
か
っ
た
か
ら
、

し、

わ

ゆ
る
ジ
ャ
ン
の
支
配
者
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
(
南
詔
二
代
羅
盛



炎
の
時
代
に
嘗
る
)
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
吐
蕃
勢
力
南
下
に
封
躍
す
る
挑
州
蟹
の

動
向
や
唐
朝
の
経
営
基
地
挑
州
の
確
保
に
苦
慮
し
た
様
子
に
つ
い
て

@
 

は
、
武
后
の
神
功
二
年
(
六
九
七
)
五
月
、
萄
州
刺
史
張
東
之
の
上

表
文
中
に
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
(
奮
唐
書
巻
九
一
張
東
之
停
)
。

②
(
前
略
〉
挑
州
本
龍
朔
中
、
武
陵
廓
主
簿
石
子
仁
奏
置
之
。
後

長
史
李
孝
譲
・
辛
文
協
、
並
魚
群
蜜
所
殺
。
前
朝
遭
郎
賂
趨
武

貴
討
撃
、
貴
及
局
兵
臆
時
破
敗
、
礁
類
無
遣
、
叉
使
賂
軍
李
義

摺
等
往
征
、
郎
賂
劉
恵
基
、
在
陣
戦
死
、
其
州
乃
腰
O
i
-
-
・(中

略
〉
:
:
:

至
垂
扶
四
年
、
蟹
郎
賂
王
善
賓
・
昆
州
刺
史
袈
乾
一
隅
叉
請
置
州

・
(
中
略
)
:
:
;
及
置
州
後
、
録
事
参
軍
李
稜
、
震
蟹
所

殺
。
延
載
中
、
司
馬
成
深
奏
請
於
漉
南
置
鎮
七
所
、
遺
萄
兵
防

守
。
自
此
萄
中
騒
擾
、
子
今
不
息
。
且
銚
府
総
管
五
十
七
州
、

巨
猪
遊
客
不
可
勝
数
。
:
:
:
(
中
略
)
:
:
:
伏
乞
、
省
罷
挑
州

使
隷
僑
州
、
歳
時
朝
親
同
之
蕃
園
、
灘
南
諸
鎖
亦
皆
悉
慶
、
於

漉
北
置
閥
、
百
姓
自
非
奉
使
入
蕃
、
不
許
交
通
往
来
、
増
僑
府

兵
、
選
揮
清
良
宰
牧
、
以
統
理
之
。
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」
の
切
買
な
る
訴
え
は
武
后
の
入
れ
る
と
こ
ろ
と
な
ら
な
か
っ
た

挑
州
経
営
の
困
難
さ
を
よ
く
讃
み
と
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
、
雲
南
内
部
に
お
け
る
有
力
諸
部
族
聞
の
封

立
闘
係
や
唐
側
経
営
嘗
事
者
の
方
策
の
失
敗
、
漢
人
の
好
商
・
亡
命

者
の
横
行
な
ど
の
事
情
も
あ
っ
た
が
、
こ
の
嘗
時
、
挑
州
蟹
が
し
ば

が
、
首
時
、

し
ば
反
唐
的
態
度
に
出
た
背
景
に
は
、
唐
朝
内
部
の
武
后
を
め
ぐ
る

政
情
が
雲
南
経
営
に
も
反
映
し
た
こ
と
と
、
吐
蕃
の
南
進
と
言
う
客

観
情
勢
が
大
き
く
影
響
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
前
掲
文
中
に
「
百

姓
自
非
奉
使
入
蕃
、
不
許
交
通
往
来
」
と
あ
る
の
は
、
首
時
、
吐
蕃

の
鰯
手
が
挑
州
蟹
に
伸
び
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

守

d

又
、
逼
鑑
延
載
元
年
僚
や
南
蟹
俸
下
の
永
昌
費
篠
お
よ
び
新
奮
南

委
懐
古
俸
に
よ
れ
ば
、
武
后
の
天
授
中
、
監
察
御
史
斐
懐
古
が
挑
僑

蟹
首
領
等
が
反
し
た
の
で
、
遺
使
入
雲
し
て
西
南
蟹
を
安
集
し
、
そ

の
魁
首
を
停
し
、

つ
い
に
南
方
を
定
め
て
蹄
還
し
、
延
載
元
年
に
至

り
、
永
昌
蟹
大
首
領
董
期
が
部
落
二
蔦
を
率
い
て
内
附
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
聖
暦
年
聞
に
至
り
、
ま
た
挑
州
は
不
安
な
情
勢
に
な
っ
た
ら

し
く
、
挑
州
蟹
首
領
等
が
懐
古
の
善
政
を
慕
い
、
再
び
入
雲
を
請
う

た
の
で
、
唐
朝
は
つ
い
に
彼
を
挑
州
都
督
に
任
じ
た
が
、
疾
を
も
っ

て
僻
退
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
こ
の
動
き
は
さ
き
の
張
東
之
上
表
文

中
の
動
向
と
符
合
し
て
い
る
。
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こ
の
後
、
吐
蕃
勢
力
の
南
進
は
ま
す
ま
す
激
し
く
な
り
、
唐
朝
の

挑
州
経
営
は
危
局
を
迎
え
る
に
至
っ
た
の
で
、
監
察
御
史
唐
九
徴
を

挑
儒
道
討
撃
使
と
な
し
、
挑
州
の
叛
蟹
を
討
っ
て
こ
れ
を
破
り
、
停

虜
三
千
人
を
得
た
が

(
奮
唐
書
中
宗
本
紀
、

通
鑑
景
龍
元
年
六
月

保
〉
、
こ
の
征
討
行
に
つ
い
て
新
吐
蕃
傍
上
に
は

①
詔
霊
武
監
軍
右
蓋
御
史
唐
九
徴
、
震
挑
街
道
討
撃
使
、
率
兵
撃

之
。
虜
以
鍛
組
(
縄
橋
の
こ
と
)
梁
渓
・
湧
二
水
、
逼
西
海

〔
河
〕
壁
、
築
城
成
之
。
九
徴
虫
征
夷
城
、
建
鍛
柱
於
濃
池
、

以
勅
功
。

⑦
 

と
言
い
、
吐
蕃
が
金
沙
江
を
越
え
て
大
理
盆
地
北
部
ま
で
進
出
し
て

い
た
こ
と
を
誼
明
し
て
い
る
。

こ
こ
に
お
い
て
、
挑
州
方
面
の
情
勢
は
ま
す
ま
す
緊
迫
し
て
き
た

が
、
こ
れ
か
ら
三
年
後
の
景
雲
元
年
に
至
り
、
監
察
御
史
李
知
古
の

無
謀
な
経
営
再
興
策
に
よ
り
、
唐
朝
の
雲
南
経
営
は
事
貫
上
中
断
の

事
態
に
た
ち
至
っ
た
の
で
あ
る
(
新
奮
雨
吐
蕃
俸
上
、
新
唐
書
巻
一

九
九
徐
堅
俸
〉
。

」
の
李
知
古
事
件
に
つ
い
て
通
鑑
は
景
雲
元
年
末

僚
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

④
挑
州
群
盤
、
先
附
吐
蕃
。
揖
監
察
御
史
李
知
古
、
請
護
兵
撃

之
、
既
降
。
叉
請
築
城
、
列
置
州
瞬
、
重
税
之
。
黄
門
侍
郎
徐

不
従
。
知
古
護
剣
南
兵
築
城
、
因
欲
訣
其
豪

傑
、
掠
子
女
篤
奴
稗
。
群
蟹
怨
怒
、
蟹
曾
傍
名
引
吐
蕃
、
攻
知

古
殺
之
、
以
其
屍
祭
天
。
由
是
挑
位
向
路
組
、
連
年
不
通
。

堅
、
以
矯
不
可
。

以
後
数
年
の
問
、
焦
州
蟹
ま
で
が
挑
州
蟹
と
呼
躍
し
、
唐
朝
の
章

氏
の
凱
に
よ
る
朝
政
の
空
白
に
乗
じ
、
吐
蕃
の
後
押
し
に
劃
醸
し
て

逆
に
萄
の
西
南
港
境
に
冠
す
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
し
く
、
新
唐
書
巻

五
玄
宗
本
紀
に
は
、
開
元
元
年
一

O
月、

「
挑
位
向
蟹
窟
、
挑
州
都
督

李
蒙
死
之
」
と
み
え
、
同
書
巻
一
九
一
果
保
安
俸
に
は
、
こ
の
時
同

行
し
た
剣
官
仲
朔
が
蟹
中
に
浮
虜
と
な
り
、
奴
便
さ
れ
る
こ
と
一
五

。4ヮ，

年
に
し
て
や
っ
と
生
還
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
叉
開
元
三

年
(
七
一
五
)
に
は
、
西
南
蟹
が
漫
に
冠
し
た
の
で
、
右
犠
衛
将
軍

李
玄
道
が
巴
兵
三
高
人
を
設
し
、
奮
屯
兵
と
弁
せ
て
こ
れ
を
討
っ
た

」
と
が
遁
鑑
や
新
唐
書
玄
宗
本
紀
に
記
さ
れ
て
い
る
。

以
上
に
よ
っ
て
、
高
宗
の
戚
享
元
年
(
六
七

O
)
頃
か
ら
玄
宗
即

位
直
後
頃
ま
で
の
約
四

O
齢
年
間
に
お
け
る
雲
南
地
方
の
史
的
情
勢

を
、
と
く
に
吐
蕃
勢
力
の
南
進
を
中
心
に
み
て
き
た
が
、
こ
の
間
の

南
詔
蒙
姓
部
族
の
動
向
は
ど
う
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
こ
の
頃
南
詔
は

第
二
代
羅
盛
炎
の
時
に
首
り
、

三
代
盛
羅
皮
が
開
元
初
年
(
七
一

三
)
に
襲
位
し
て
お
り
、
も
ち
ろ
ん
、

い
ま
だ
大
理
盆
地
南
部
の
蒙



化
地
方
に
よ
っ
て
い
た
一
有
力
部
酋
に
す
、
ぎ
な
か
っ
た
。
全
般
的
に

み
て
、
こ
の
頃
の
雲
南
内
部
に
お
け
る
諸
有
力
部
省
の
動
向
に
闘
し

て
は
、
史
書
に
停
え
る
と
こ
ろ
が
極
め
て
少
く
、
僅
か
に
経
営
史
開

係
史
料
に
散
見
す
る
も
の
か
ら
か
い
ま
み
る
程
度
に
す
ぎ
な
い
が
、

と
く
に
、
南
詔
の
動
向
に
つ
い
て
は
入
朝
関
係
以
外
に
ほ
と
ん
ど
そ

の
消
息
を
俸
え
る
も
の
が
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
次
の
四
代
皮
羅
閣
の
時
代
に
、
急
搬
に
雲
南
制
塵
の
勢

威
が
護
揮
さ
れ
た
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
必
ず
や
、
こ
の
二
代
、
三
代

王
の
聞
に
次
第
に
貧
力
を
養
い
、
勢
力
を
増
大
し
で
行

っ
た
に
相
違

な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
史
的
事
情
は
、
南
詔
蒙
姓
部
族
の
、
唐
朝
雲

南
経
営
と
吐
蕃
の
南
下
と
言
う
二
大
外
部
勢
力
に
劃
す
る
割
腹
の
仕

方
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
黙
こ

れ
を
さ
ら
に
大
理
盆
地
内
の
他
の
有
力
部
族
の
動
向
と
封
比
し
て
み

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
す
ま
す
こ
の
間
の
事
情
が
よ
く
察
知
さ
れ
て

く
る
の
で
あ
る
。

一
韓
に
、
初
唐
以
来
の
唐
朝
の
雲
南
経
営
史
を
通
観
し
て
み
る

と
、
い
わ
ゆ
る
挑
州
蜜
諸
酋
は
首
初
か
ら
反
唐
的
で
容
易
に
唐
朝
へ
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服
属
し
な
か

っ
た
の
で
、
太
宗
貞
観
末
年
か
ら
高
宗
永
徴
初
年
(
六

五
O
前
後
)
の
数
年
間
に
亘
る
唐
賂
梁
建
方
や
超
高
租
の
大
征
討
に

あ
い
、
壷
大
な
打
撃
を
蒙
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
、
こ
れ
ま
で
大

理
盆
地
を
中
心
に
覇
擢
を
掌
握
し
て
い
た
張
氏
政
権
(
白
子
園
)
は

完
全
に
瓦
解
し
た
の
で
あ
る
。
史
博
(
記
古
濃
説
以
下
南
詔
野
史
類

の
惇
え
る
『
白
古
記
』
系
統
史
料
〉
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
に
、
南
詔

初
代
の
細
奴
羅
が
白
子
園
の
王
位
を
輝
譲
し
た
か
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
が
、
そ
の
方
法
は
今
し
ば
ら
く
措
く
と
し
て
も
、
南
詔
が
白
子

園
の
後
権
者
を
も
っ
て
自
任
し
て
い
た
こ
と
は
南
詔
園
の
成
立
史
か

ら
み
て
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
嘗
時
の
南
詔
は
た
だ

ち
に
大
理
盆
地
全
瞳
を
抑
え
る
寅
力
が
な
か
っ
た
か
ら
、
こ
の
後
、
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開
元
二

O
年
頃
ま
で
の
聞
は
、
あ
た
か
も
戦
園
時
代
の
よ
う
に
、
有

力
諸
部
曾
が
群
雄
割
援
し
て
、
互
い
に
封
立
抗
争
を
績
け
て
い
た
も

の
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
い
わ
ば
南
詔
勃
興
前
夜
の
雲
南
情
勢

を
洞
察
す
る
こ
と
は
、
南
詔
園
成
立
史
を
理
解
す
る
上
で
、
も
っ
と

も
重
要
な
こ
と
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
ま
で
史
料
上
の
制

約
か
ら
よ
く
知
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

嘗
時
に
お
け
る
雲
南
地
方
内
部
の
部
族
割
援
の
大
勢
を
一
瞥
す
る

と
、
ま
ず
、
東
部
の
昆
明
盆
地
に
は
袈
姓
大
部
族
が
南
北
朝
期
以
来

大
勢
力
圏
を
張

っ
て
お
り
、
そ
の
西
部
か
ら
大
理
盆
地
東
部
に
か
け

て
王
姓
大
部
酋
が
居
り
、
大
理
盆
地
に
は
、

か
つ
て
白
子
園
に
臣
事
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し
て
い
た
と
み
な
さ
れ
る
白
蟹
系
の
大
部
骨
、
す
な
わ
ち
、
楊
・
超

-
段
等
の
各
姓
が
割
援
し
、
そ
の
さ
ら
に
西
方
の
永
昌
盆
地
に
か
け

て
董
姓
大
部
曾
が
占
援
し
、
北
方
の
金
沙
江
北
岸
禽
理
西
濯
に
は
松

外
蟹
の
蒙
姓
大
部
酋
が
割
譲
し
て
い
た
。
こ
の
ほ
か
、
大
理
盆
地
に

は
湾
海
の
南
北
に
、
南
詔
と
同
じ
く
烏
蜜
系
で
互
い
に
姻
戚
関
係
に

あ
っ
た
蒙
簡
・
謹
賊
・
浪
曲
?
越
析
の
五
訪
問
(
五
王
)
が
分
立
し
て

い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
南
詔
勃
興
前
夜
の
雲
南
情
勢
は
極

め
て
複
雑
で
あ
り
、
烏
轡
と
白
蟹
雨
系
の
基
本
的
封
立
関
係
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
こ
れ
ら
南
種
族
は
複
雑
に
混
住
し
て
い
る
地
域
が
多

く
、
又
、
諸
大
部
歯
は
唐
・
吐
蕃
二
大
勢
力
の
進
出
に
劉
臆
し
つ

っ
、
相
互
に
離
合
集
散
の
動
き
を
績
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
さ
き
に
考
察
し
て
き
た
よ
う
に
、
吐
蕃
勢
力
が
雲
南

に
浸
透
し
て
く
る
に
及
ん
で
、
大
理
盆
地
の
東
都
・
中
部
・
北
部
の

諸
部
省
は
、

そ
の
大
多
数
が
こ
れ
と
呼
膳
し
て
、

あ
る
い
は
動
揺

し
、
あ
る
い
は
吐
蕃
勢
力
を
背
景
に
反
唐
的
態
度
を
と
っ
た
こ
と
が

明
ら
か
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
部
族
は
、
そ
の
た
め
に
唐
朝
の
征

討
を
何
回
か
蒙
っ
て
、
そ
の
都
度
勢
力
を
消
耗
し
、
他
方
で
は
、
吐

蕃
か
ら
の
重
監
を
も
甘
受
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
る
に
南
詔
は
、
そ
の
擦
っ
て
い
た
地
理
的
位
置
が
大
理
盆
地
南

部
に
あ
っ
て
恵
ま
れ
て
お
り
、
吐
蕃
の
匪
力
も
直
接
受
け
な
か
っ
た

と
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
初
代
以
来
一
貫
し
て
親
唐
的
態

度
を
と
り
、
唐
朝
の
雲
南
経
営
に
協
力
し
つ
つ
、
ひ
そ
か
に
賓
力
を

蓄
え
、
他
部
族
の
動
静
を
う
か
が
い
な
が
ら
、
機
舎
の
到
来
を
侯
つ

て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

そ
の
謹
擦
に
は
、
こ
れ
ま
で
に
至
る
聞
の
数
次
に
亘
る
唐
朝
の
征

討
閥
係
史
料
中
に
も
、
叉
、
さ
き
に
み
た
吐
蕃
閲
係
記
事
中
に
も
、

南
詔
は
全
く
み
え
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
事
賞
南
詔
は
、
初
代
細

奴
羅
以
来
入
唐
し
て
い
た
ら
し
く
、
次
代
羅
盛
炎
は
武
后
代
に
自
ら

-74 -

入
朝
し
て
大
い
に
恩
奨
を
蒙
っ
て
お
り

(
蟹
書
巻
一
ニ
〉
、

明
の
楊
慎

の
濃
載
記
(
濃
繋
所
牧
)
に
李
知
古
事
件
を
述
べ
て
「
こ
れ
よ
り
挑

位
向
路
絶
つ
も
、
羅
盛
炎
は
な
お
唐
朝
の
正
朔
を
奉
じ
た
」
と
言
っ
て

い
る
よ
う
に
、
彼
は
在
位
四
十
年
の
長
い
間
(
こ
の
間
に
い
わ
ゆ
る

挑
州
蟹
は
前
述
の
よ
う
に
大
い
に
動
揺
し
た
が
)
、

@
 

度
を
饗
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
親
唐
的
態

南
詔
の
雲
南
統
一
と
吐
蕃
閥
係

玄
宗
の
開
元
年
聞
に
入
る
と
、
唐
朝
は
開
元
三
年
に
お
け
る
李
玄

道
の
大
遠
征
を
契
機
と
し
て
、
再
び
強
力
に
雲
南
経
営
を
推
進
し
て



行
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、

る
に
及
ん
で
、

と
く
に
同
七
年
剣
南
節
度
使
が
創
設
さ
れ

こ
れ
が
本
格
的
に
展
開
さ
れ
出
し
た
こ
と
は
、
同
九

年
に
挑
州
が
中
都
督
府
並
の
緑
料
に
格
上
げ
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

も
う
か
が
わ
れ
る
(
唐
曾
要
巻
七
三
)
。

-
-
e
p
』

J

、

ふ
j

ナ
F

、L

玄
宗
代
の
雲
南

経
営
は
、
従
来
の
よ
う
な
招
論
懐
柔
と
言
う
覇
腰
政
策
を
基
調
と
し

た
も
の
と
は
異
な
り
、
武
力
抑
藍
政
策
に
よ
る
強
行
の
色
彩
が
極
め

て
強
か
っ
た
の
が
特
色
で
あ
り
、
こ
恥
は
剣
南
節
度
使
が
新
し
く
直

接
の
経
営
措
賞
者
と
し
て
登
場
し
て
き
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
結
果

的
に
み
て
、
南
詔
が
こ
の
頃
勃
興
し
、

つ
い
に
は
唐
朝
の
寵
紳
か
ら

股
し
て
行
く
の
も
、
こ
の
こ
と
と
密
接
な
関
聯
を
も

っ
て
い
る
の
で

あ
る
。

唐
朝
が
本
格
的
に
雲
南
経
営
を
推
進
す
る
た
め
に

は
、
ど
う
し
て
も
、
成
都
|
位
向
州
|
挑
州
の
入
雲
ル

l
ト
を
確
保

し
、
筒
州
蟹
や
挑
州
蟹
の
背
後
に
迫
っ
て
き
て
い
た
吐
蕃
勢
力
を
騒

逐
し
、
こ
れ
ら
の
諸
蟹
を
服
属
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
。
開
元
五
年

と
こ
ろ
で
、

噴
か
ら
し
ば
ら
く
少
康
朕
態
を
保
っ
て
い
た
唐

・
吐
蕃
雨
閣
の
抗
争

は
、
再
び
同
一
五
年
か
ら
激
し
く
な
。っ
て
き
た
が
、

同
一
七
年
に
至
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り
、
簡
州
都
督
張
守
素
が
西
南
蟹
を
破
り
、
同
州
管
下
の
昆
明
(
西

昌
の
西
南
に
首
る
盟
源
服
地
方
)
を
抜
き
、

漢
代
以
来
有
名
な
盤
井

の
あ
る
聾
城
を
抑
え
た
こ
と
が
逼
鑑
や
新
嘗
雨
玄
宗
本
紀
に
み
え
て

い
る
。
こ
の
史
料
に
は
、
直
接
止
蕃
と
戦
っ
た
こ
と
は
言
及
し
て
い

な
い
が
、
こ
の
頃
、
唐
は
他
方
に
お
い
て
大
同
軍
や
石
畳
城
を
も
抜

い
て
吐
蕃
へ
攻
勢
に
出
て
お
勺
、
多
分
こ
れ
ら
と

一
連
の
関
係
に
あ

っ
た
も
の
で
あ
り
、
武
后
末
年
以
来
、
吐
蕃
の
勢
力
下
に
あ
っ
た
同

さ
ら
に
大
理
盆
地
北
部
の
諸
蟹
に
匡
力
を
か
け
た
も

地
方
を
抑
え
、

の
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
に
言
う
昆
明
は
、

武
徳
二
年
(
六
一
九
〉
、

南
は
見
明
の
地
に
接
す
る
を
も
っ
て
昆
明
豚
を
置
い
た
と
こ
ろ
で
、

盟
井
の
良
質
な
の
が
あ
る
ほ
か
に
織
の
産
地
で
も
あ
り
、
漢
代
以
来

zu 

勺
d

こ
の
盟
織
の
利
を
め
ぐ
っ
て
攻
守
の
援
貼
と
な
っ
て
き
た
所
で
あ
る

吐
蕃
の
南
準
に
お
い
て

ヵ:

(
元
和
郡
豚
園
志
巻
一
ニ
二
筒
州
僚
)
、

も
、
こ
こ
が
橿
要
援
貼
と
し
て
重
要
視
さ
れ
て
い
た
ら
し
く
、
今
後

も
唐

・
吐
蕃
・
南
詔
三
者
に
よ
っ
て
、
こ
の
地
方
の
攻
防
が
く
り
返

@
 

さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

し
か
し
、
こ
の
大
討
伐
以
後
も
、
同
方
面
に
お
け
る
吐
蕃
勢
力
の

浸
透
は
根
強
く
、
こ
の
た
め
、
諸
置
の
服
属
も
な
か
な
か
容
易
で
な

か
っ
た
こ
と
は
、
出
蛍
書
巻
四
に
「
莱
栗
雨
姓
盤
、
雷
壁
、
夢
盤
、
皆

在
拒
部
蓋
登
城
、
東
西
散
居
。
皆
烏
蜜
・
白
蜜
之
種
族
。
(
中
略
)
夢

蜜
主
査
夢
衝
。
開
元
末
、
嘗
受
恩
賜
於
園
、
而
暮
年
又
私
於
吐
蕃
」
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と
言
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
吐
蕃

の
侵
攻
か
ら
濁
川
の
地
を
守
り
、
併
せ
て
入
雲
路
(
挑
簡
路
)
を
確

保
し
て
雲
南
経
営
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
ど
う
し
て
も
、
永
隆
元

年
(
六
八

O
)
吐
蕃
の
手
に
落
ち
た
ま
ま
に
な
っ
て
レ
た
安
戎
城
を

回
復
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

同
城
の
攻
防
が
す
ぐ
に
挑

街
路
の
確
保
に
ひ
び
い
て
く
る
こ
と
が
よ
く
う
か
が
わ
れ
に
興
味
深

し、

カL

お
そ
ら
く
こ
れ
は
、
昔
時
吐
蕃
に
と

っ
て
の
主
な
入
雲
コ

1

西
康
省
東
部
に
あ
る
康
定
(
打
箭
櫨
)
を
基
貼
と
し
て
四
川

省
の
石
棉
地
方
に
出
て
、
そ
れ
か
ら
焦
州
経
由
の
建
昌
路
沿
い
に
よ

⑪
 

っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

ス
が
、安

戎
城
の
奪
回
作
戦
は
、
開
元
二
六
年
(
七
三
八
)
五
月
、
剣
南

節
度
使
に
再
任
し
た
王
星
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
、
同
城
の
左
右
に
新

城
を
構
築
し
て
攻
拒
の
援
黙
と
し
た
が
、
九
月
に
至
り
、
吐
蕃
は
精

鏡
を
つ
く
し
て
こ
れ
を
救
い
、
唐
軍
は
大
敗
し
た
。
代
っ
て
章
仇
粂

理
が
創
南
節
度
使
を
代
行
し
、
翌
年
三
月
に
吐
蕃
軍
を
大
破
し
て
、

つ
い
に
六

O
年
ぶ
り
で
奪
回
し
、

こ
れ
を
確
保
し
た
の
で
あ
る
。
こ

の
大
攻
防
戦
の
様
子
に
つ
い
て
は
奮
吐
蕃
体
上
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ

言己由て
Yーし、
る

" 新
吐
蕃
{事
上

新
奮
雨
玄
宗
本
紀
お
よ
び
通
鑑
に
も
詳

こ
こ
に
お
い
て
、
唐
朝
(
創
南
節
度
使
)
は
入
雲
路
を
確
保
し
た

の
で
、

ま
す
ま
す
雲
南
経
営
に
力
を
入
れ
、
成
都
よ
り
安
南
に
遁
ず

る
歩
頭
路
(
挑
州
1

安
寧
|
紅
河
|
交
州
〉
の
開
震
に
霊
力
し
た
の

で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
経
営
や
開
瑳
の
仕
方
は
、
寧
遠
軍
(
位
向
州
西

方
〉
管
兵
一
千
人
、
昆
明
軍
(
昆
明
豚
)
同
五
千
二
百
人
、
曾
同
軍

(
位
向
州
管
下
最
南
端
の
曾
川
鯨
H
今
の
舎
理
綜
)
兵
力
不
明
、
雲
南

軍
(
挑
州
〉
同
二
千
三
百
人
、
澄
川
守
捉
(
挑
州
の
東
方
)
同
二
千

人
(
逼
典
各
一
七
二
州
郡
典
、
元
和
郡
勝
国
志
巻
一
三
成
都
府
保
)

と
言

っ
た
よ
う
に
、
各
要
所
に
大
量
の
軍
兵
を
鎮
守
さ
せ
つ
つ
、
現

地
住
民
の
生
活
権
を
無
視
し
、
糧
食
や
傍
役
を
強
制
的
に
徴
設
し
、

- 76ー

さ
ら
に
現
地
民
古
来
か
ら
愛
用
し
て
い
た
盟
井
を
猫
占
す
る
と
言
つ

た
強
匪
ぶ
り
で
あ
っ
た
か
ら
、
群
蟹
は
に
わ
か
に
動
揺
し
出
し
、
開

震
に
か
ら
む
唐
側
と
諸
部
族
と
の
聞
に
し
ば
し
ば
紛
争
を
惹
き
起
し

た
の
で
あ
る
。
次
に
出
て
く
る
安
寧
城
の
盟
井
の
紛
争
事
件
な
ど
は

そ
の
代
表
的
一
例
で
あ
る
。
結
局
こ
の
結
果
は
、
終
始
唐
朝
に
親
近

的
で
あ

っ
た
雲
南
東
部
の
大
姓
族
饗
氏
の
離
唐
と
な
り
、
や
が
て
は

張
度
陀
事
件
を
契
機
と
し
て
南
詔
も
反
唐
的
態
度
に
踏
み
切
る
こ
と

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
開
元
年
間
に
お
け
る
南
詔
の
動
向
を
み
る
に
、



開
元
年
聞
の
前
牢
は
三
代
盛
羅
皮
の
頃
に
嘗
る
が
、
彼
の
動
向
に
つ

い
て
は
史
書
に
停
え
る
と
こ
ろ
が
至
っ
て
少
な
く
、
具
佳
的
な
こ
と

は
分
ら
な
い
が
、
開
元
の
雲
南
経
営
復
興
に
嘗
っ
て
、
従
来
か
ら
の

親
唐
的
立
場
を
守
り
、
こ
れ
に
協
力
し
て
い
た
こ
と
は
次
代
王
の
動

こ
の
頃
か
ら
南
詔
が
著
し
く
撞
頭
し
て
き
た

⑫
 

こ
と
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

向
か
ら
も
推
察
さ
れ
、

南
詔
は
四
代
目
の
皮
羅
閣
を
迎
え
て
い
よ
い
よ
勃
興
の
機
曾
を
つ

か
む
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
は
開
元
二
ハ
年
(
七
二
八
年
)
に
三

一
才
で
襲
位
し
た
と
俸
え
ら
れ
る
が

(
楊
憤
南
詔
野
史
巻
上
)
、

の
在
位
期
聞
は
丁
度
、
開
元
後
半
期
か
ら
天
賓
七
年
(
七
四
八
)
ま

で
の
、
剣
南
節
度
使
管
下
の
雲
南
経
営
最
盛
期
に
嘗
っ
て
お
り
、
巧

み
に
唐
・
吐
蕃
南
勢
力
攻
防
の
間
隙
を
ぬ
い
、
あ
る
い
は
、
唐
軍
の

威
を
利
用
し
つ
つ
、
次
か
ら
次
へ
と
、
雲
南
地
方
の
封
立
部
省
を
打

つ
い
に
雲
南
に
お
け
る
覇
権
を
掌
握
し
た
の
で
あ

る
。
以
下
こ
れ
ら
撞
頭
の
史
的
動
向
を
概
観
し
つ
つ
、
吐
蕃
と
の
交

倒
し
て
行
き
、

渉
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

ま
す
、
壁
書
巻
三
に
よ
る
と
、
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⑤
盛
羅
皮
卒
、
子
皮
羅
閣
立
。
朝
廷
授
特
進
蓋
登
郡
王
、
知
沙
壷

州
刺
史
、
賜
名
蹄
義
。
長
男
閣
羅
鳳
授
特
進
余
楊
瓜
州
刺
史
。

(
向
達
著
『
壁
書
校
注
』
の
校
訂
文
に
よ
る
)

と
あ

っ
て
、
皮
羅
閣
が
唐
朝
に
協
力
の
功
に
よ
り
、
初
め
に
蓋
登
郡

⑬
 

王
に
封
、
せ
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
葦
登
は
位
向
州
の
北
部
に
嘗

り
、
今
の
晃
寧
懸
の
地
で
、
挑
佳
阿
路
を
守
る
西
方
の
防
禦
嬢
黙
で
あ

り
、
漢
代
以
来
城
棄
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
位
置
か
ら

考
察
す
る
と
、

お
そ
ら
く
南
詔
は
、
前
述
の
開
元
一
七
年
、
佳
問
州
都

督
張
守
素
が
同
州
管
内
の
西
南
蟹
を
征
討
し
た
時
に
、
召
さ
れ
て
こ

れ
に
協
力
し
、

大
い
に
功
績
を
上
げ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

そ
し

そ

て
、
簡
州
管
内
の
北
門
の
守
り
た
る
葦
登
郡
王
に
封
ぜ
ら
れ
た
の
は
、

-77-

従
来
吐
蕃
の
南
下
コ

l
ス
に
嘗
る
重
要
地
黙
を
防
禦
す
る
意
園
が
う

を
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
中
園
古
来
の
「
夷
を
も
っ
て
夷
を

制
す
る
」
の
方
策
で
あ
り
、
事
買
、
こ
の
後
も
唐
朝
は
南
詔
の
協
力

を
利
用
し
て
、
服
属
を
喜
ば
な
い
他
の
部
酋
を
制
匪
さ
せ
た
の
で
あ

っ
て
、
こ
こ
に
南
詔
勃
興
の
機
舎
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

要
す
る

に
、
南
詔
は
よ
う
や
く
こ
の
頃
よ
り
、
大
理
盆
地
の
他
部
族
を
座
す

る
程
の
賓
力
が
備
わ
り
、
直
接
吐
蕃
勢
力
に
立
ち
向
う
武
力
を
持
つ

に
至
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

前
掲
史
料
に
よ
れ
ば
、
皮
羅
閣
が
蓋
登
郡
王
に
封
ぜ
ら
れ
た
時
、

長
男
の
閣
羅
鳳
は
陽
瓜
州
刺
史
に
任
。
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
蟹
室
田
巻
五
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の
蒙
舎
川
僚
に
「
而
蒙
舎
北
有
蒙
舎
詔
、
即
ち
楊
瓜
州
也
。
同
在
一

州
」
と
あ
っ
て
、
蒙
舎
詔
の
接
地
が
楊
瓜
州
だ
っ
た
こ
と
が
分
る
。

」
の
州
に
つ
い
て
は
、
演
池
西
港
の
安
寧
牒
に
擦
っ
て
い
た
王
姓
大

部
信
の
河
東
州
刺
史
王
仁
求
碑
文
(
雲
南
逼
士
山
稿
巻
一
九
五
所
牧
)

中
に
「
陽
瓜
州
刺
史
蒙
俊
寛
治
其
凱
。
威
享
之
歳
、
云
々
」
と
み
え

て
お
り
、
高
宗
の
威
享
年
聞
に
は
す
で
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
知

ら
れ
、
向
達
や
烏
長
蕎
は
こ
こ
が
蒙
舎
詔
の
援
置
で
あ
り
、
す
な
わ

ち
白
崖
城
の
地
で
あ
っ
て
、
今
の
調
渡
鯨
境
だ
と
考
誼
し
て
い
る

@
 

が
、
こ
の
読
は
信
ず
べ
き
新
設
だ
と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
、
こ
う
み

て
く
る
と
、
玉
詔
の
中
で
最
初
に
南
詔
が
合
併
し
た
の
は
蒙
舎
詔
で

あ
り
、
そ
の
年
代
は
右
の
考
察
か
ら
み
て
、
少
く
と
も
、
閣
羅
鳳
が

陽
瓜
州
刺
史
に
任
ぜ
ら
れ
る
以
前
で
あ
る
か
ら
、
多
分
開
元
十
七
年

⑬
 

以
前
の
こ
と
に
相
違
な
い
。

よ
う
や
く
大
理
盆
地
南
部
に
強
力
な
地
盤
を
築
き
、

挑
州
を
基
地
と
す
る
唐
朝
と
結
ん
で
、
い
よ
い
よ
大
理
盆
地
内
の
白

轡
系
大
部
曾
や
他
の
烏
蜜
系
四
詔
の
制
匿
に
着
手
し
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、

こ
の
年
代
や
経
緯
お
よ
び
こ
れ
ら
に
ま
つ
わ
る
諸
部
族
聞
の
動
向
等

に
つ
い
て
は
、
こ
こ
に
は
割
愛
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
ま
ず
、

湾
海
西
漫
に
よ
っ
て
い
た
白
蜜
系
部
族
(
段
姓
大
部
酋
な
ど
)
を
討

卒
し
た
の
が
開
元
二
五
年
(
七
三
七
)
で
あ
り
(
蜜
書
巻
玉
、
大
和

し
た
が
っ
て
、
湾
海
南
部
の
白
蜜
系
部
族
の
接
地
(
越
姓
、

域
僚
、
王
姓
、
楊
姓
、
董
姓
大
部
曾
、
と
く
に
石
和
城
(
渠
数
越
館
、
今
の

鳳
儀
豚
の
地
)
や
石
橋
城
(
龍
尾
誠
、
今
の
下
関
鯨
の
地
〉
が
攻
陥

さ
れ
た
の
は
、
少
く
と
も
そ
の
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い

⑬
 

の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
き
南
詔
徳
化
碑
文
(
金
石

翠
編
巻
一
六

O
所
牧
〉
中
に
、

⑤
泊
先
詔
(
皮
羅
閣
)
輿
御
史
巌
正
義
謀
静
違
憲
。
先
王
(
皮
羅

閣
)
統
軍
打
石
橋
城
、
差
詔
(
閣
羅
鳳
)
輿
巌
正
龍
攻
石
和
子

父
子
分
師
、
南
珍
兇
醜
。
加
左
領
軍
衛
大
将
軍
。
無
何
又
輿
中

使
王
承
訓
同
破
剣
川
。
:
:
:
ハ
中
略
〉
:
:
:
二
河
(
西
海
河
と

東
海
河
)
既
宅
、
五
詔
己
卒
。

一 78ー

と
あ
る
の
を
み
る
と
、
こ
の
湾
海
南
部
を
卒
定
す
る
時
、
御
史
巌
正

詩
(
唐
官
〉
と
謀
っ
た
と
あ
り
、
又
そ
の
後
大
理
盆
地
北
部
の
剣
川

を
破
っ
た
時
も
、
中
使
王
承
訓
(
唐
官
〉
と
行
を
共
に
し
て
い
る
こ

と
が
知
ら
れ
、
す
な
わ
ち
、
唐
軍
援
護
の
も
と
に
劃
立
部
族
を
，
次
々

に
制
座
し
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。

又
、
西
田
河
蟹
を
討
っ
た
時
、
壁
書
巻
三
の
遣
賊
詔
僚
に
「
其
子

時
羅
皮
後
鶏
護
賊
州
刺
史
、
輿
蒙
婦
義
同
伐
静
河
蟹
(
西
海
河
蟹
)
、



港
分
譲
大
葺
域
。
時
羅
皮
乃
野
義
(
皮
羅
閣
)
之
甥
也
。
云
々
」
と

あ
っ
て
、
南
詔
と
姻
戚
関
係
に
あ
っ
た
謹
賊
詔
の
兵
力
を
利
用
し
て

い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
時
、
破
れ
た
白
蜜
大
舎
の
一
部
は
そ

の
衆
を
率
い
て
大
理
盆
地
の
北
部
に
逃
げ
た
ら
し
く
、
南
蟹
俸
下
の

西
海
河
蟹
篠
に
「
開
元
中
、
首
領
始
入
朝
、
授
刺
史
。
曾
南
詔
蒙
蹄

義
抜
大
和
城
、
乃
北
徒
更
覇
制
於
浪
曲
弓
詔
」
と
み
え
て
い
る
。
こ
の

西
田
河
蟹
は
東
海
河
蟹
(
湾
海
東
南
通
の
鳳
儀
豚
の
地
方
)
と
と
も

に
、
か
つ
て
挑
州
蟹
と
呼
ば
れ
た
中
で
も
、
も
っ
と
も
反
唐
的
で
仲

々
唐
朝
に
服
さ
ず
、
常
に
吐
蕃
の
南
下
と
相
呼
躍
し
て
姦
動
し
て
い

た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
た
め
、
唐
朝
の
雲
南
経
営
上
の
一
大
癌
で
あ

っ
て
、
絶
え
ず
挑
州
が
不
安
定
な
獄
態
に
お
か
れ
て
い
た
か
ら
、
唐

朝
と
し
て
も
、
こ
れ
を
討
つ
こ
と
に
異
存
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
闘
す
る
史
書
の

次
に
四
詔
の
併
合
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

記
述
は
極
め
て
簡
略
で
あ
り
、
か
っ
そ
の
年
代
に
つ
い
て
も
、
南
蟹

停
上
に
「
開
元
末
」
と
あ
る
だ
け
で
、
他
史
書
は
明
記
せ
ず
、
か

っ
、
西
海
河
蟹
の
討
卒
と
前
後
に
か
ら
み
合
っ
て
述
べ
て
い
る
た
め

に
、
詳
細
な
考
査
を
要
す
る
が
、

こ
の
結
論
だ
け
を
述
べ
れ

い
ま
、
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ば
、
そ
れ
は
開
元
二
五
年
西
海
河
蟹
討
卒
後
ま
も
な
い
こ
と
で
あ
っ

て
、
少
く
と
も
開
元
二
六
年
前
牢
期
ま
で
の
聞
で
あ
る
。
と
言
う
の

吋
1

皮
羅
閣
は
西
海
河
蟹
討
卒
の
功
に
よ
り
、

れ
、
野
義
の
名
を
賜
わ
っ
た
の
が
同
二
六
年
(
初
め
噴
か
〉
で
あ
り

越
園
公
に
封
ぜ
ら

(
唐
曾
要
巻
九
九
、
奮
南
詔
停
)
、
さ
ら
に
、
五
詔
併
合
と
吐
蕃
を
伐

っ
た
功
績
に
よ
り
、
雲
南
王
に
加
立
さ
れ
た
の
が
開
元
二
六
年
九
月

⑫
 

の
こ
と
と
逼
鑑
が
明
記
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
大
理
盆
地
の
卒
定
作
戦
が
い
か
な
る
史
的
情
勢

の
下
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
を
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

」
の
こ
と
は
、

四
代
皮
羅
閣
時
代
に
南
詔
が
勃
興
し
て
、

一
王
園
を

形
成
す
る
た
め
の
基
盤
を
短
期
間
に
作
り
上
げ
た
史
的
事
情
を
知
る

ま
ず
第
一
に
想
到
す
べ
き
は
、
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鍵
な
の
で
あ
る
。

開
元
二
六
年
に

は
、
前
述
の
安
戎
城
を
め
ぐ
る
大
攻
防
戦
が
開
始
さ
れ
て
い
た
こ
と

叉
他
方
で
は
、
吐
蕃
の
大
軍
が
河
西
地
方
に
入
窟
し
、
唐

軍
が
こ
れ
を
撃
破
大
勝
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
大
理
盆
地
は
唐
に

と
っ
て
も
、
吐
蕃
に
と
っ
て
も
防
備
上
も
っ
と
も
手
薄
な
時
に
嘗
つ

で
あ
り
、

て
い
る
の
で
あ
る
。

第
二
に
、

」
の
頃
吐
蕃
は
安
戎
城
を
守
る
た

め
、
河
西
と
雲
南
大
理
盆
地
北
部
に
陽
動
作
戦
を
行
っ
た
形
跡
が
認

め
ら
れ
る
。
そ
の
誼
擦
に
は
、
西
海
河
蟹
討
卒
の
前
に
、
ま
ず
南
詔

が
唐
の
中
使
王
承
訓
と
力
を
併
せ
て
北
部
の
創
川
地
方
で
吐
蕃
勢
を

@
 

破
っ
て
お
り
(
前
掲
史
料
①
)
、
四
詔
併
合
の
際
に
は
、
奮
南
詔
停
、
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南
鐙
傍
上
、
遁
鑑
と
も
に
皆
「
つ
い
に
吐
蕃
を
撃
破
し
た
」
こ
と
を

述
べ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
剣
士
閉
が
主
力
を
安
戎
域
奪
回

作
戦
に
動
員
し
て
い
た
閥
係
上
、
雲
南
地
方
は
防
備
が
手
薄
に
な
っ

て
い
た
か
ら
、
吐
蕃
の
陽
動
作
戦
に
封
抗
す
る
た
め
に
、
南
詔
の
丘
ハ

カ
を
利
用
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は

南
詔
に
と
っ
て
絶
好
の
機
曾
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
機
を
利
用
し

て
互
い
に
姻
戚
閲
係
に
あ
っ
た
四
詔
を
も
討
卒
し
て
し
ま
っ
た
も
の

ら
し
い
。
張
氏
白
子
園
の
後
縫
者
を
自
任
し
て
き
た
南
詔
は
、
大
理

盆
地
の
卒
定
が
多
年
の
宿
顕
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
今
ま
で

は
、
唐
朝
に
服
属
協
調
の
立
場
に
あ
り
、
他
方
で
は
、
吐
蕃
勢
力
が

大
理
盆
地
の
北
部
に
浸
透
し
て
き
て
お
り
、
大
理
盆
地
周
溢
の
桝
創
立

す
る
白
鐙
系
部
歯
や
他
の
四
詔
が
、
吐
蕃
の
威
力
を
背
景
に
し
て
い

た
た
め
に
、
容
易
に
軍
を
動
か
し
得
な
い
立
場
に
あ
っ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
こ
の
討
卒
の
結
果
、
前
述
の
西
海
河
蟹
曾
の

一
部
の
ほ
か

に
、
越
析
詔
を
除
く
三
詔
の
建
築
は
皆
大
理
盆
地
の
北
部
深
く
の
剣

川
以
北
に
逃
げ
込
み
、
吐
蕃
の
庇
護
に
よ
っ
て
三
浪
詔
と
呼
ば
れ
、

そ
の
後
徳
宗
の
貞
元
一

O
年
頃
ま
で
除
勢
を
保
ち
南
詔
に
針
抗
し
て

い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
南
詔
が
王
園
を
確
立
す
る

一
つ
の

重
要
課
題
と
し
て
、

大
理
盆
地
の
奥
北
地
帯
か
ら
吐
蕃
勢
力
を
梯

ぃ
、
も
っ
て
そ
の
許
に
南
詔
へ
封
抗
し
緩
け
て
い
た
諸
部
族
を
完
全

に
服
層
さ
せ
る
大
事
業
が
あ
っ
た
が
、

て
、
六
代
異
牟
尋
に
課
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

」
れ
は
封
吐
蕃
の
問
題
と
し

そ
の
前
に

四
代
皮
羅
閣
の
な
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
嘗
面
の
課

題
は
二
つ
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
東
方
の
昆
明
盆
地
を
支
配
圏
に
入
れ

る
こ
と
と
、
唐
朝
の
支
配
と
強
匪
か
ら
離
脱
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

彼
は
開
元
末
ま
で
に
大
理
盆
地
の
大
牢
を
卒
定
し
て
、

「
雲
南
王
」
に
封
ぜ
ら
れ
、
南
詔
王
園
の
基
礎
を
築
い
た
が
、
名
貫

共
に

「
雲
南
王
」
と
な
る
た
め
に
は
、
な
お
東
宇
部
の
卒
定
事
業
が

残
っ
て
お
り
、
天
賓
七
年
ま
で
の
聞
に
こ
れ
を
手
が
け
て
成
功
し
、

唐
か
ら
の
離
脱
は
次
代
の
閣
羅
鳳
に
課
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で

唐
朝
か
ら
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あ
る
。

今
ま
で
ほ
と
ん
ど
雲
南
東
部
の
昆
明
盆
地
に
は
ふ
れ
得
な
か
っ
た

ヵ:

」
ち
ら
の
方
は
ど
の
よ
う
な
史
的
動
向
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
古
来
か
ら
の
雲
南
史
を
通
観
し
て
み
る
と
、
古
代
か
ら
南
詔
園

が
雲
南
地
方
を
統
一
す
る
ま
で
の
雲
南
史
は
、
大
き
く
東
と
西
の
分

野
に
分
れ
て
お
り
、

い
わ
ば
東
部
の
昆
明
盆
地
中
心
の
文
化
圏
と
西

方
の
大
理
盆
地
中
心
の
文
化
圏
と
に
分
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
が

展
開
さ
れ
、
特
色
あ
る
文
化
圏
を
形
成
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
東
方



は
濃
池
を
中
心
に
、
漢
代
に
は
濃
園
が
存
在
し
、
そ
の
都
城
の
あ
っ

た
育
寧
鯨
の
地
か
ら
は
、
近
年
漢
代
頃
の
古
墳
が
護
掘
さ
れ
て
、
斯

@
 

皐
方
面
に
一
大
関
心
を
起
さ
せ
た
が
、
出
土
品
の
青
銅
器
や
鎮
器
か

ら
み
る
と
、
そ
れ
程
文
化
の
護
達
が
遅
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
の

で
あ
る
。
そ
の
後
南
北
朝
期
か
ら
唐
代
ま
で
は
、
委
姓
大
姓
部
族
に

よ
る
一
大
勢
力
圏
が
形
成
さ
れ
存
績
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
こ
の
地
方
に
は
、
漢
代
以
来
漢
人
が
入
雲
し
て
原
住
民
と
混
血

し
て
い
た
形
跡
が
み
と
め
ら
れ
、

し
た
が
っ
て
こ
の
文
化
圏
に
は
、

比
較
的
に
み
て
、

中
園
文
化
と
親
縁
的
で
あ
る
こ
と
が
特
色
で
あ

漢
代
以
来
の
中
圏
各
王
朝
の
雲
南
経
営
史
を
み
る

る

だ
か
ら
、

と
、
大
理
盆
地
に
較
べ
て
、
そ
の
経
営
が
順
調
で
あ
り
、
比
較
的
に

卒
穏
で
あ
っ
て
、

」
れ
は
唐
代
の
雲
南
経
営
史
上
で
は
、
も
っ
と
も

封
比
的
な
現
象
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
劃
し
て
、

西
部
の
大
理
盆
地
は
、

古
来
か
ら
の
白
蜜
種

(
明
清
代
の
民
家
、
現
在
の
白
族
)
原
住
の
地
で
あ
り
、
南
詔
園
出

現
以
前
に
は
張
姓
大
族
に
よ
る
一
大
勢
力
圏
が
形
成
さ
れ
て
い
て

(
白
子
園
)
、
東
の
餐
姓
と
併
立
し
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
、
前
漢

代
に
は
昆
明
の
園
、
後
漢
代
に
は
京
牢
の
園
と
呼
ば
れ
た
。
し
か
も
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こ
の
文
化
圏
は
局
地
方
か
ら
の
中
園
文
化
も
流
れ
込
ん
で
は
い
た

が
、
さ
ら
に
ビ
ル
マ
・
ル

l
ト
か
ら
の
印
度
文
化
東
漸
の
影
響
が
う

か
が
わ
れ
、
そ
れ
に
チ
ベ
ッ
ト
文
化
と
の
接
縄
も
あ
っ
て
、
東
部
と

は
大
分
趣
き
の
違
っ
た
特
色
が
み
と
め
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
す
で

に
南
詔
園
の
出
現
以
前
に
お
い
て
、
大
理
盆
地
に
は
相
嘗
程
度
の
固

有
文
化
が
形
成
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
南
詔
園
が
文
字
通
り
の
蟹

夷
の
地
域
に
忽
然
と
し
て
現
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
な
り
の

前
史
が
早
く
か
ら
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ

@
 

る。
皮
羅
閣
が
雲
南
東
宇
部
に
一
大
勢
力
圏
を
形
成
し
て
い
た
奏
姓
大

部
族
を
、
何
時
ど
の
よ
う
に
し
て
打
倒
し
、
そ
の
勢
力
下
に
牧
め
た

-81ー

か
を
具
鐙
的
に
述
べ
る
史
書
は
見
嘗
ら
な
ーい
の
で
、
間
接
的
な
史
料

か
ら
考
察
す
る
ほ
か
は
な
い
が
、
こ
れ
が
瓦
解
し
て
、
そ
の
寅
擢
が

南
詔
の
手
中
に
援
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
大
凡
、
天
賓
五

l

六
年
噴
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
そ
の
契
機
と
な
っ
た
事
件
は
、
唐
朝

の
歩
頭
路
開
設
に
と
も
な
う
安
寧
城
の
構
築
を
め
ぐ
っ
て
起
っ
た
の

で
あ
る
。
こ
の
事
件
に
つ
い
て
南
詔
徳
化
碑
文
に
は
次
の
如
く
記
し

て
い
る
。

⑦
初
節
度
章
仇
粂
理
不
量
成
敗
、
妄
奏
是
非
。
遺
越
僑
都
督
竹
霊

情
、
置
府
東
妻
、
通
路
安
南
。
賦
重
役
繁
、
政
苛
人
弊
。
被
南
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寧
州
都
督
饗
蹄
王
(
以
下
回
名
略
〉
南
寧
州
大
鬼
主
餐
崇
道
等

陥
殺
竹
情
、
粂
破
安
寧
。

」
れ
を
み
る
と
、

入
雲
コ

l
ス
の
挑
僑
路
が
よ
う
や
く
確
保
さ
れ
、

常
に
挑
州
を
お
び
や
か
し
て
い
た
大
理
盆
地
も
南
詔
に
よ
っ
て
卒
定

さ
れ
、
そ
の
後
天
賓
年
聞
に
入
る
と
、
剣
南
節
度
使
に
よ
っ
て
、
雲

南
経
営
の
重
心
が
安
南
通
路
す
な
わ
ち
歩
頭
路
の
開
通
事
業
に
移
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
、

し
か
も
、
そ
の
開
設
の
強
行
ぶ
り
は
誠

に
組
暴
な
も
の
だ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
し
か
も
、
契
姓

族
の
西
の
嬢
貼
で
あ
っ
た
安
寧
の
地
に
前
線
基
地
を
構
築
し
、
原
住

民
を
苦
役
し
、
重
税
を
か
け
、
さ
ら
に
盟
井
を
も
奪
い
取
っ
て
い
た

」
と
は
、
南
蟹
侍
上
に
「
天
賓
七
載
、

(
中
略
〉
初
安
寧
城
有
五
盟

井
、
人
得
煮
粥
自
給
。
玄
宗
詔
特
進
何
履
光
、
以
兵
定
南
詔
境
、
取

安
寧
城
及
井
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
。

こ
の
騒
動
で
、
唐
側
は
早
速
鎮
兵
を
動
員
し
て
、
都
督
の
李
宮
等

が
安
寧
城
を
回
復
し
た
ら
し
い
が
(
天
費
六
年
頃
の
こ
と
ら
し
い
)
、

」
の
時
に
、
再
び
南
詔
箪
を
利
用
し
て
襲
氏
を
討
た
せ
た
の
で
あ
っ

て
(
南
蟹
停
下
、

好
機
曾
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
後
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
を
鰹
て
、

南
詔
が
そ
の
質
権
を
う
ば
っ
た
か
に
つ
い
て
は
全
く
分
ら
な
い
が
、

徳
化
碑
文
)
、

南
詔
に
と
っ
て
は
願
っ
て
も
な
い

さ
し
も
の
永
い
歴
史
と
俸
統
を
持
っ
た
嚢
姓
大
部
族
の
地
盤
だ
っ
た

だ
け
に
、
容
易
に
南
詔
の
支
配
に
服
し
な
か
っ
た
ら
し
く
、
閣
羅
鳳

の
時
に
二
十
除
蔦
戸
を
雲
南
西
迭
の
永
昌
地
方
に
強
制
移
住
さ
せ
た

と
俸
え
ら
れ
て
い
る

(
南
蟹
停
下
〉
。

要
す
る
に
、
こ
れ
程
の
奏
姓

大
部
族
が
も
ろ
く
も
短
期
間
に
瓦
解
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ
れ

な
り
の
史
的
事
情
が
あ
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
第
一
に
は
、
こ
の
部
族

が
多
く
の
内
部
分
裂
を
内
包
し
て
い
て
、
こ
の
頃
特
に
、
曲
靖
地
方

に
擦
っ
て
い
た
蹄
王
一
族
と
安
寧
に
擦
っ
て
い
た
山
宗
道
一
族
聞
に
抗

手
分
裂
の
様
相
を
呈
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
第
二
に
、
南
詔
が
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ひ
そ
か
に
結
婚
政
策
や
蹄
王
側
に
歎
を
、
通
じ
て
、
巧
み
に
こ
の
内
紛

を
助
長
さ
せ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
第
三
に
は
、
天
賓
期

に
新
し
く
展
開
し
て
き
た
唐
朝
の
雲
南
経
営
に
よ
る
彼
等
一
族
の
動

揺
で
あ
っ
た
。四

南
詔
の
離
唐
と
吐
蕃
関
係

五
代
閣
羅
鳳
は
天
賓
七
年
(
七
四
八
〉
に
三
六
才
で
襲
位
し
三

O

年
間
在
位
し
た
。
先
の
安
寧
域
事
件
が
勃
渡
し
た
直
後
の
こ
と
で
あ

る
。
彼
は
南
詔
歴
代
王
の
中
で
、
も
っ
と
も
剛
勇
な
武
将
で
あ
り
、

先
王
代
の
大
理
盆
地
討
卒
に
は
、
太
子
と
し
て
常
に
先
陣
を
率
い
、



東
奔
西
走
し
て
武
動
を
立
て
て
い
た
こ
と
が
よ
く
知
ら
れ
る
。
念
願

の
雲
南
地
方
卒
定
を
ほ
ぼ
な
し
と
げ
た
南
詔
に
と
っ
て
、
濁
立
王
園

を
貫
現
す
る
最
大
の
課
題
は
唐
朝
の
覇
粋
か
ら
脱
す
る
こ
と
で
あ
っ

た
が
、
即
位
二
年
後
の
天
賓
九
年
、
彼
は
つ
い
に
こ
れ
を
断
行
し
た

の
で
あ
る
。
そ
の
契
機
は
、
各
史
書
共
に
雲
南
太
守
(
雲
南
都
督
〉

張
度
陀
事
件
と
し
て
停
え
て
い
る
が
、
通
鑑
巻
二
一
六
天
賓
九
年
一

二
月
僚
に
は
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。

③
楊
園
忠
徳
鮮
子
仲
通
、
薦
矯
剣
南
節
度
使
。
仲
逼
性
禰
念
、
失

鐙
夷
心
。
故
事
、
南
詔
常
興
妻
子
倶
謁
都
督
、
過
雲
南
(
挑

州
)
。
雲
南
太
守
張
度
陀
、
皆
私
之
、
又
多
所
徴
求
。
南
詔
王

閤
羅
鳳
不
腰
。
度
陀
遺
人
、
雪
辱
之
、
仰
奏
其
罪
。
閤
羅
鳳
念

怨
、
是
歳
、
護
丘
ハ
反
、
攻
陥
雲
南
(
桃
川
)
、
殺
度
陀
、

取
夷

州
三
十
二
。

し
か
し
、
南
詔
が
意
を
決
し
て
敢
え
て
唐
朝
に
反
旗
を
ひ
る
が
え

し
た
の
は
、
決
し
て
こ
の
張
度
陀
な
る
も
の
の
貧
妄
ぶ
り
だ
け
で
な

か
っ
た
こ
と
は
容
易
に
察
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
南
詔
が
離
反

す
る
に
至

っ
た
理
由
に
つ
い
て
は
徳
化
碑
文
中
に
六
ケ
僚
を
あ
げ
て

い
る
が

(
こ
れ
は
南
詔
側
の
樺
明
文
で
は
あ
る
が
)
、

崇
道
に
ま
つ
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わ
る
一
ケ
僚
を
除
く
他
の
五
ケ
僚
は
、

み
な
南
詔
に
劃
す
る
唐
朝
の

重
監
を
訴
え
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
事
賞
、
初
唐
以
来
極
め
て

協
調
的
で
る
っ
た
唐
・
南
詔
関
係
も
、
開
元
末
年
頃
の
大
理
盆
地
卒

定
の
頃
か
ら
、
唐
朝
は
次
第
に
南
詔
の
買
力
を
危
倶
し
出
し
た
形
跡

が
う
か
が
わ
れ
る
し
、
こ
れ
が
裳
姓
討
伐
前
後
に
・
次
第
に
表
面
化

し
、
こ
れ
以
上
強
大
化
す
る
南
詔
を
恐
れ
て
、
急
に
重
匪
を
か
け
て

き
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

唐
朝
は
大
軍
を
動
員
し
、
翌
年
の
天
賓
一

O

一
三
年
と
三
度
雲
南
に
遠
征
し
南
詔
を
討

っ
た
が
、

そ
の
都
度
大
敗
を
喫
し
、
間
も
な
く
安
史
の
大
凱
が
勃
裂
す
る
に
及

ん
で
、
雲
南
経
営
は
終
り
を
告
げ
る
こ
と
と
な
り
、
南
詔
は
吐
蕃
に

」
こ
に
お
い
て
、

年、

一
二
年
、

-83-

附
し
て
一
王
園
の
成
立
を
な
し
と
げ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
詳
細

な
考
察
は
、
す
で
に
拙
稿
「
経
営
史
」
の
三
の
二
項
お
よ
び
三
項
に

述
べ
て
あ
る
か
ら
、
こ
こ
に
は
割
愛
す
る
こ
と
と
し
、
次
に
南
詔
の

離
唐
事
件
を
め
ぐ
る
南
詔
と
吐
蕃
と
の
闘
係
を
考
察
す
る
こ
と
に
し

た
しい

か
に
雲
南
地
方
の
劉
立
部
族
を
打
倒
し
、
同
地
域
内
に
並
ぶ
も

の
な
き
地
位
を
築
い
た
南
詔
と
言
え
ど
も
、
濁
力
だ
け
で
唐
の
大
軍

を
破
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
こ
の
背
後
に
吐
蕃
の

加
勢
が
あ
っ
た
こ
と
は
容
易
に
察
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
事
責
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ま
た
そ
の
通
り
で
あ
っ
た
。
通
鑑
巻
二
二
ハ
、
天
賓
一

O
年
四
月
篠

に
は
、
こ
の
間
の
事
情
を
説
明
し
て
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。

①
剣
南
節
度
使
鮮
子
仲
遇
、
討
南
詔
鐙
、
大
敗
於
溢
南
。
時
仲
逼

至
曲
州
婿
州
。
南
詔
王
閤

羅
鳳
、
謝
罪
、
請
還
所
持
掠
、
城
雲
南
而
去
。
且
日、

今
吐
蕃

大
兵
塵
境
。
若
不
許
我
、
我
勝
蹄
命
吐
蕃
。
雲
南
非
唐
有
也
。

将
兵
八
薦
、
分
二
逼

出
戎
佳
同
州

仲
通
不
許
。
囚
其
使
、
進
軍
、
至
西
河
河
、
輿
閤
羅
鳳
戦
、
軍

大
敗
。
・
:
(
中
略
)
:
:
:
閤
羅
鳳
欽
戦
屍
、
築
震
京
親
、
途

北
臣
於
吐
蕃
。
畳
語
謂
弟
篤
鐘
。
吐
蕃
命
閤
羅
鳳
震
賛
普
鐘
、

挽
日
東
帝
、
給
以
金
印
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
南
蟹
惇
上
に
も
ほ
ぼ
同
様
の
記
事
が
あ
る
が
、

こ
の
三
度
の
戦
い
を
め
ぐ
る
南
詔
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
幸
い
に
も

南
詔
側
の
唯

一
の
紀
年
鐙
史
料
で
あ
る
徳
化
碑
文
(
唐
の
降
臣
鄭
回

撰
文
で
漢
文
〉
に
詳
記
し
て
い
る
の
で
、
吐
蕃
の
動
向
も
あ
る
程
度

知
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、
先
の
史
料
の
中
で

「
今
吐

蕃
大
丘
ハ
匪
境
、

云
々
」

に
つ
い
て
は
、

⑮
即
使
就
安
寧
再
申
衷
懇
。

城
使
王
克
昭
執
惑
味
構
、
縫
違
拒

請
。

遣
大
軍
将
李
克
鐸
等
帥
師
伐
之
。

城
破
賂

我
直
彼
曲
、

亡
。
而
仲
通
大
軍
己
至
曲
靖
。
叉
差
首
領
楊
子
芥
輿
雲
南
録
事

参
軍
萎
如
之
粛
紋
披
串
一
号
。
往
因
張
卿
議
構
、
途
令
蕃
、
漢
生
猪

賛
普
今
見
観
察
浪
曲
弓
。
或
以
衆
相
威
、
或
以
利
相
導
。
云
々
。

と
あ
っ
て
、
こ
れ
を
み
る
と
、

吐
蕃
は
雲
南
の
動
向
を
よ
く
察
知
し

て
お
り
、
南
詔
と
唐
朝
の
聞
に
隙
が
生
じ
た
と
み
る
や
、
す
か
さ
ず

大
理
北
奥
地
方
に
兵
を
動
か
し
、
南
詔
に
射
し
て
一
方
は
匪
力
を
か

け
る
と
共
に
、
他
方
で
は
鰯
手
を
伸
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

南
詔
が
密
か
に
吐
蕃
に
通
じ
て
い
た
の
が

先
な
の
か
、

あ
る
い
は

叉、

南
詔
が
陳
謝
鼎
明
し
て
い
る
よ
う
に
、
唐
朝
が
疑
っ
た
結
果
と

し
て
南
詔
が
唐
に
封
抗
上
止
む
な
く
吐
蕃
と
結
ん
だ
の
か
は
分
ら
な

-84-

い
が
、
嘗
時
の
客
観
情
勢
か
ら
み
て
、
南
詔
が
一
時
吐
蕃
と
和
し
て

唐
朝
の
重
監
を
は
ね
の
け
る
の
は
嘗
然
の
蹄
結
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
、
要
は
い
か
な
る
契
機
に
よ
っ
て
決
断
す
る
か
が
問
題
で
あ
っ
た

ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
徳
化
碑
文
に
よ
れ
ば
、
天
貫

一
一
年
正
月
一
日

を
も
っ
て
、
遜
川
に
お
い
て
賛
普
鐘
南
園
大
詔
に
加
立
さ
れ
、
長
男

の
鳳
迦
異
は
大
意
悲
告
身
、
都
知
兵
馬
大
絡
を
授
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ

に
南
詔
は
唐
の
支
配
か
ら
脱
す
る
た
め
に
、

一
時
吐
蕃
に
臣
附

し
、
兄
弟
園
の
閥
係
に
あ
ま
ん
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
こ
の
年
南
詔
は
年
暁
を
賛
普
鐘
(
吐
蕃
王
の
弟
の
意
)
と
建
元

し
た
。



唐
軍
が
再
度
南
詔
を
討
っ
た
時
に
も
、
更
に
翌
年
第
三
回
の
大
征

討
軍
を
迭
っ
た
時
に
も
、
吐
蕃
は
神
州
都
知
兵
馬
使
論
締
里
徐
を
遣

わ
し
て
南
詔
を
援
け
た
こ
と
が
徳
化
碑
文
に
明
記
し
て
あ
る
。
吐
蕃

の
神
川
節
度
使
は
大
理
盆
地
最
奥
の
金
沙
江
、
沿
い
に
あ
る
鎮
橋
か
ら

西
北
よ
り
の
地
に
あ
っ
た
ら
し
い
。

唐
朝
が
三
度
の
遠
征
に
疲
れ
て
兵
を
止
め
て
間
も
な
く
、
安
史
の

大
凱
が
起
き
て
、
西
南
蟹
地
方
へ
の
防
備
が
手
薄
に
な
る
と
、
吐
蕃

が
今
度
は
南
詔
の
兵
力
を
利
用
し
て
、
僑
州
地
方
か
ら
の
唐
勢
力
騒

逐
に
着
手
し
、
天
賓
一
五
年
(
至
徳
元
年
)
に
は
僑
州
を
伐

っ
て
お

り
、
翌
至
徳
二
年
に
は
葦
登
と
昆
明
の
瞳
城
を
攻
略
し
て
い
る
こ
と

が
徳
化
碑
文
に
見
え
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
南
蟹
停
上
に
は

「
曾
安
緑
山
反
、
閤
羅
鳳
因
之
取
僑
州
曾
同
軍
、
援
清
援
閥
、
以
破

越
析
桑
子
婚
、
西
而
降
尋
停
・
擦
諸
園
」
と
あ
り
、
閣
羅
鳳
は
吐
蕃

と
共
に
、
南
詔
の
反
抗
分
子
が
た
て
こ
も
っ

て
い
る
大
理
盆
地
北
奥

地
帯
か
ら
金
沙
江
北
岸
地
方
を
掃
討
し
、
更
に
挑
僑
路
を
抑
え
て、

唐
朝
が
再
び
こ
の
コ

l
ス
よ
り
に
入
雲
す
る
の
を
防
止
し
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
。
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こ
う
し
た
軍
事
行
動
は
、
こ
の
嘗
時
に
あ
っ
て
は
、
南
詔
と
吐
蕃

の
利
害
が
一
致
し
て
お
り
、
互
い
に
利
用
し
合

っ
て
い
た
の
で
あ
る

が
、
や
が
て
、
南
詔
が
一
王
園
と
し
て
の
圏
内
建
設
が
一
段
落
し
、

名
寅
共
に
王
園
の
鐙
裁
や
圏
内
整
備
が
出
来
上
り
、

や
が
て
、
自
主

濁
立
の
気
運
が
生
ず
る
に
及
ん
で
、
今
度
は
吐
蕃
か
ら
の
重
監
を
痛

感
す
る
よ
う
に
な
り
、
再
び
唐
に
和
し
て
そ
の
加
勢
を
得
、
吐
蕃
と

の
関
係
を
清
算
せ
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
大
き
な
課

題
は
六
代
異
牟
尋
の
登
場
を
侯
っ
て
、

つ
い
に
徳
宗
の
貞
元
一

O
年

(
七
九
四
)
に
断
行
さ
れ
、

南
詔
園
は
こ
こ
に
確
立
し
た
の
で
あ

る
。
南
詔
が
唐
と
吐
蕃
と
言
う
二
大
強
園
の
間
に
あ
っ
て
、
よ
く
南

者
の
園
際
政
局
を
洞
察
し
、
こ
れ
を
利
用
し
つ
つ
新
興
園
家
を
成
立

せ
し
め
た
が
、
こ
れ
は
三
代
聞
の
王
が
優
れ
て
い
た
だ
け
で
な
く
、

'
h
d
 。。

そ
の
許
に
少
か
ら
ず
唐
人
が
開
化
し
、
助
言
を
興
え
て
い
た
か
ら
で

あ
る
。

註① 

安
西
四
鎮
の
陥
落
に
つ
い
て
は
佐
藤
長
著
「
古
代
チ
ベ
ッ

ト
史
研
究
」

上
容
三
一
五
頁
以
下
に
考
註
し
て
い
る
。

挑
州
の
位
置
や
設
置
年
代
等
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
経
管
史
」
一

の
五

項
参
照
。

安
戎
城
の
位
置
は
「
茂
州
西
南
」
と
あ
る
が
、
関
元
二
六
年
唐
寧
の
同

城
奪
回
作
戦
に
関
す
る
奮
吐
蕃
停
上
の
記
事
中
に
「
蓬
婆
嶺
」
下
の
激

戦
の
模
様
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
西
川
省
西
北
部
の
最
高
峯
雲
山

② ③ 
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① 

南
館
附
近
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

叉
、
唐
が
開
城
を
築
い
た
年
代
ゃ
、
吐
蕃
が
こ
れ
を
攻
陥
し
た
年
代

は
、
通
鑑
関
元
二
六
年
九
月
拙
慨
に
「
初
儀
鳳
中
、
吐
蕃
陥
安
戎
城
而
録

之
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
新
嘗
雨
吐
蕃
停
上
や
南
轡
停
下
の
閥
係
記
事
等

か
ら
考
察
し
て
み
る
と
、
築
城
は
儀
鳳
元
年
(
六
七
六
)
頃
と
推
定
さ

れ
、
吐
蕃
の
攻
陥
は
儀
鳳
三
年
か
四
年

(
調
露
元
年
)
頃
の
乙
と
だ
っ

た
ら
し
い
。

こ
れ
に
つ
い
て
馬
長
袴
も
同
級
の
見
解
を
述
べ
て
い
る
。
(同
氏
著

『南

詔
圏
内
的
部
族
組
成
和
奴
隷
制
度
』
六
九
J
九
八
頁
)

拙
世
間
「
南
詔
閣
の
経
済
史
的
考
察
」
東
京
教
育
大
翠
東
洋
史
研
究
室
編

『
東
洋
史
曲
学
論
集
』
第
三
輯
参
照
。

唐
曾
要
各
七
三
、
挑
州
都
督
府
肱
慨
に
「
一
脚
功
二
年
五
月
八
日
上
表
」
と

明
記
し
て
い
る
。
紳
功
二
年
は
聖
暦
元
年
比
笛
り
、
通
鑑
は
聖
暦
元
年

末
係
に
述
べ
て
い
る
。

新
吐
蕃
仰
上
で
は
、
乙
の
後
の
李
知
古
事
件
を
先
に
述
べ
て
い
る
。
な

お
、
乙
の
時
建
立
し
た
餓
柱
云
々
に
つ
い
て
は
、
玄
宗
の
関
元
後
牢
期

に
玄
宗
が
設
し
た
「
勅
吐
蕃
賛
普
番
」
に
も
み
え
て
い
る
。
(
唐
張
九
齢

撲
唐
丞
相
曲
江
張
先
生
文
集
倉

一一

、
四
部
叢
刊
本
)

品世
書
出
恒
三
に
、
三
代
脱
羅
皮
が
関
元
初
に
襲
位
と
と
も
に
台
登
郡
王
に

封
ぜ
ら
れ
た
よ
う
に
あ
る
が
、
向
逮
が

『
餓
替
校
注
』
で
皮
羅
閣
の
誤

記
だ
と
指
摘
し
て
い
る
の
は
、
南
償
問
博
上
や
滞
留
南
詔
停
の
関
係
記
事
か

ら
み
て
安
滋
で
あ
り
、
乙
の
頃
、
南
詔
が
侍
州
北
隣
に
あ
る
台
登
郡
王

に
附
ぜ
ら
れ
る
は
ず
は
な
い
。

掛
四
番
品
切
七
雲
南
師
団
内
物
産
の
堕
の
僚
に
、
次
の
よ
う
な
興
味
あ
る
記
事

が
み
え
る
。

⑤ ③ ⑦ ③ ① 

⑬ 

「
昆
明
城
有
大
麹
池
。
比
陥
吐
蕃
。
蕃
中
不
解
煮
法
、
以
蹴
池
水
沃
柴

上
、
以
火
焚
成
炭
、
卸
於
炭
上
掠
取
駿
也
。
貞
元
十
年
春
、
南
詔
牧
昆

明
城
、
今
塑
池
廊
南
詔
。
掛
閣
官
煮
之
、
如
漢
法
也
」

も
う
一
つ
の
八
雲
コ
!
ス
は
、
西
康
省
よ
り
金
沙
江
や
測
治
江
の
渓
谷

沿
い
に
南
下
し
て
、
直
接
大
理
盆
地
北
部
民
至
る
も
の
で
あ
る
が
、
乙

の
経
路
は
山
岳
畳
々
の
山
地
帯
で
あ
る
た
め
に
極
め
て
険
阻
で
あ
り
、

行
路
の
難
は
言
語
に
紹
す
る
と
言
わ
れ
る
が
(
『
支
那
省
別
全
誌
』
雲

南
省
、
四
頁
)
、
そ
れ
で
も
、
チ
ベ
ッ
ト
族
は
乙
の
険
阻
な
難
路
沿
い

に
古
深
大
理
盆
地
と
交
易
し
て
い
た
こ
と
は
、
捕
直
書
出
世
二
山
川
江
源
係

K

「
大
雲
山
、
(
中
略
〉
往
往
有
吐
蕃
至
朕
貸
易
、
云
此
山
有
路
去
賛
普

牙
帳
不
透
」
と
あ
る
ζ

と
か
ら
も
知
ら
れ
る
。

安
戎
城
攻
防
臓
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
経
営
史
」
二
/
二
項
参
照
。

楊
恨
の
南
詔
野
史
各
上
の
盛
羅
皮
肱
慨
に
は
、
関
元
二
年
張
建
成
を
遺
使

入
朝
さ
せ
た
と
あ
り
、
清
の
侃
鋭
の
演
雲
歴
年
俸
昌
也
四
に
は
、
閲
元
元

年
、
銚
筒
醐
置
が
冠
し
て
挑
州
都
督
李
象
が
死
し
た
時
、
「
是
年
、
盛
羅

皮
始
用
兵
於
五
詔
」
と
記
し
て
い
る
。

右
の
野
史
容
上
に
、
先
代
盛
羅
皮
が
台
登
郡
王
に
封
ぜ
ら
れ
た
と
あ
る

の
は
誤
り
で
あ
ろ
う
。

向
逮
著
『
轡
香
校
注
』
五
七
頁
、
七
一

J
ニ
頁
、
一
二
一
頁
。
馬
長
幕

前
掲
番
四
三

J
四
頁
。
な
お
、
六
詔
の
住
地
に
つ
い

て
は
吟
味
の
要
が

あ
り
、
と
く
に
従
来
こ
の
象
筒
詔
と
越
析
詔
に
つ
い

て
は
諸
説
紛
々
と

し
て
定
説
を
見
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
考
誼
に
つ
い
て
は
別
世
間
に
ゆ
ず

ち
ね
ば
な
ら
な
い
。

馬
長
袴
は
乙
れ
を
開
元
初
年
(
七
一
三
)
あ
る
い
は
関
元
以
前
と
言
っ

て
い
る
が
、
今
に
わ
か
に
賛
同
し
得
な
い
。
(
前
掲
書
五
七
頁
〉

F
O
 
O
B
 

⑫ ⑪ ⑬ ⑬ ⑬ 



轡
害
容
三
の
六
詔
の
昌
也
頭
に
「
関
元
元
年
中
、
業
錦
義
攻
石
橋
城
、
閤

羅
鳳
攻
石
和
〔
城
〕
、
亦
八
詔
之
数
也
」
と
あ
る
が
、
「
関
元
元
年
中
」

は
「
関
元
中
」
と
ゐ
る
べ
き
で
あ
り
、
馬
長
脊
も
同
様
に
指
摘
し
て
い

る
(
前
掲
香
六
一
頁
〉
。
今
迄
み
て
き
た
南
詔
の
史
的
動
向
か
ら
み
て
、

決
し
て
関
元
元
年
の
こ
と
と
は
み
な
き
れ
な
い
。

馬
長
蒋
は
越
析
詔
の
合
併
は
そ
の
前
で
あ
っ
て
、
関
一
元
二
十
年
前
後
で

あ
る
と
言
っ
て
い
る
。
(
前
掲
書
五
八
頁
〉

⑬
遁
雲
歴
年
停
車
也
四
に
は
閲
元
二
十
五
年
w
慨
に
、
「
皮
羅
閤
統
軍
撃
、
叉

破
創
川
浦
河
ニ
蟹
L

と
述
べ
て
い
る
。

雲
南
省
博
物
館
編
『
雲
南
膏
摩
石
築
山
吉
墓
群
護
掘
報
告
』
二
冊
.
文

物
出
版
肱
一
九
五
九
年
参
照
。

拙
稿
「
雲
南
古
代
の
大
理
文
化
L

史
潮
八
二
・
八
三
合
併
腕
参
照
。

⑬ ⑫ ⑬ ⑫ 
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東
洋
史
研
究
叢
刊
之
十
五

唐
王
朝
の
賎
人
制
度潰

重

園

口

A
5
判
ク
ロ
ー
ス
製

本
女
五

A
O頁

附

定

慣

-一五

O
O圃

索

習|

本
書
は
玉
井
是
博
教
授
の
「
唐
の
賎
民
制
度
と
そ
の
由
来
」
お
よ

び
仁
井
田
陸
博
士
の
「
支
那
身
分
法
史
」
第
八
章
部
曲
奴
解
法
に

お
け
る
貴
重
な
研
究
業
績
の
後
を
受
け
縫
い
で
、
唐
王
朝
の
賎
人

(
賎
民
)
制
度
を
開
元
法
に
中
心
を
お
き
つ
つ
致
究
す
る
と
共
に
、

唐
制
の
由
来
を
遡
っ
た
時
代
に
探
求
し
た
も
の
で
あ
る
。

右
書
御
希
望
の
方
は
本
曾
ま
で
お
申
込
み
下
さ
い
。

(
圏
内
塗
料
は
本
曾
が
負
携
し
ま
す
。
〉

京
都
市
左
京
国
吉
田
本
町

京
都
大
皐
文
事
部
内

東

洋

史

研

究

曾

振
替
京
都
三
七
二
八
番

著

-87-


